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円 𝓍 + 𝓎 ＝𝒶 の全周
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𝒶 が 𝓎軸を通る点から、

𝓍1，𝓎12 までの弧の⾧さ
𝓎軸の右の方ににある
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4

 微分すると

  となるから

5

微分すると

  となるから

 この定積分は楕円積分というものであって、初等関数では積分不可である

とおくと
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6 参考公式

求める全⾧は
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𝒹𝜃
𝒹𝜃 = 𝒶 𝜃 + 𝒶 𝒹𝜃 = 𝒶 𝜃 + 1𝒹𝜃

=
𝒶

2
𝜃 𝜃 + 1 + log 𝜃 + 𝜃 + 1

𝜓

0
=
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𝜓 𝜓 + 1 + log 𝜓 + 𝜓 + 1

𝓇･∆𝜃 + ∆𝓇 = 𝓇 +
∆𝓇

∆𝜃
∆𝜃

うずまき線 𝓇＝𝒶𝜃 𝒶 > 0 の 𝜃＝0 から

𝓇･∆𝜃 + ∆𝓇 = 𝓇 +
∆𝓇

∆𝜃
∆𝜃

𝜃＝𝜓 までの曲線の⾧さ


